
南足柄市と箱根町は、箱根外輪山を境として接していますが、両市町を連絡す
る道路の整備は、十分とは言えない現状にあります。

南足柄市と箱根町を連絡する道路とは

周辺地域の回遊性を高め、観光振興をはじめとする地域活性化を図るとともに、
災害に強い地域づくりを図るため、「南足柄市と箱根町を連絡する道路」を整備
することが望ましいと考えられます。

しかしながら、両市町が接する地域は、みどり豊かな森林に覆われ、起伏に富
んだ山地部となっており、この道路の実現に向けては、道路のルート・構造はも
とより、自然環境に及ぼす影響など、様々な観点からの十分な検討が不可欠です。より、自然環境 及ぼす影響な 、様 な観点 ら 十分な検討 不可欠 す。

このため、県と南足柄市、箱根町、その他関係市町では、「南足柄市と箱根町
を連絡する道路に関する研究会」を設置し、県西地域全体を見据えた広域的な観
点から検討を進めています。

このたび、研究会では、これまでの検討内容や県民の皆様からいただいたご意
見をもとに 連絡道路のルート案を絞り込みました見をもとに、連絡道路のル ト案を絞り込みました。
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研究会によるルート案の検討経緯と絞り込みの視点

平成18年度から、県と関係市町において、５つのルート・構造（案）を設定し、地下水
や動植物に与える影響、広域的な観点からの効果に関する検討などを行ってきました。

平成21年度には、検討成果を県民の皆様にお示しし、連絡道路に期待することなど、連
絡道 各 構造（案） 様 ご意 を だき

○

○
絡道路や各ルート・構造（案）に関する様々なご意見をいただきました。

平成22年度は、ルート案の絞り込みにあたり、皆様からいただいたご意見をもとに、
「自然環境」、「経済性」、「整備効果」、「既存ストックの有効活用や早期利活用の可
能性」を選定要素として設定し、評価しました。

○

選定要素 評 価

自然環境

経済性

地表式については、拡幅工事に伴う切土や盛土などにより、樹木の伐採を伴う地形の改変が
大きい。また、地形の改変などの観点から、動植物に与える影響が大きい。
トンネル構造については、この地域の方々が利用している地下水に影響を与える可能性があ
る。

地表式については、事業費が100億円程度と推計しており、トンネル構造と比較すると約半
分の費用となる。
トンネル構造については、200億円を越える事業費が必要となり、現在の経済状況では、投
資が 難 あ ま 地 響 対策内容 が著 増 能

・

・

・

・経済性

整備効果

既存 ト ク

資が困難である｡また､地下水への影響の対策内容によっては、コストが著しく増大する可能
性がある。

ルートＢ、Ｃ、Ｄについては、既存道路網利用から交通を分散できる可能性があり、渋滞緩
和への寄与も期待できる。
ルートＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄについては、災害時の緊急輸送などの向上に資する。

ルートＢ、Ｃ、Ｄについては、観光圏の拡大が期待できる。また、この地域の回遊性を高め
られる可能性がある。

地表式については､既存林道などを活用することが可能であり､早期事業着手の可能性が高い。

・

・
・

・

研究会によるルート案の絞り込みと今後の検討課題

※１ 地表式：ルートＡ、Ｃ、Ｅ トンネル構造：ルートＢ、Ｄ

既存ストック
の有効活用や
早期利活用の
可能性

地表式については､既存林道などを活用することが可能であり､早期事業着手の可能性が高い。

ルートＣ、Ｅについては、現在、全線が林道などとして利用されていることから、防災面な
どの安全対策を行った段階で、関係機関との調整が整えば、一般道として、交通開放できる
可能性がある。
トンネル構造については、構造的に、整備が完了するまで交通開放できない。

・

・

研究会によるル ト案の絞り込みと今後の検討課題

研究会では、連絡道路のルート案について、４つの選定要素を総合的に検討し、「経済
性」に優れ、渋滞緩和や災害時の緊急輸送に寄与するなど「整備効果」が見込まれ、「既存
ストックの有効活用や早期利活用の可能性」が高いことから、ルートＣに絞り込みました。

ただし、ルートＣは、国立公園や自然環境保全地域内を通過する、現況の幅員が５ｍ程度
の林道とな ており これを２車線道路に拡幅することは 地形の改変による自然環境など

○

○
の林道となっており、これを２車線道路に拡幅することは、地形の改変による自然環境など
への影響が大きいと考えられます。

そこで、ルートＣに絞り込みましたが、地形の改変による、自然環境や防災上の影響を少
なくするため、今後、極力現況を活かした道路構造とするなど「環境負荷軽減策」の検討を
行います。

○

ルートＣを構成している黒白・明神等の林道は、森林管理を行うための道路であり、一般車の通行を目的としたものではありません。
このため 一般道としての交通開放に向けては 林業用施設の確保など 林業生産への対応を検討する必要があります

※

［問い合わせ先 南足柄市と箱根町を連絡する道路に関する研究会事務局］
神奈川県県土整備局道路部道路整備課（横浜市中区日本大通１） 電話０４５－２１０－６４２５ ＦＡＸ ０４５－２１０－８８８７
南足柄市企画部企画課（南足柄市関本４４０） 電話０４６５－７３－８００１ ＦＡＸ ０４６５－７２－２０１８
箱根町環境整備部都市整備課（箱根町湯本２５６） 電話 ０４６０－８５－９５６６ ＦＡＸ ０４６０－８５－７５７７

このため、一般道としての交通開放に向けては、林業用施設の確保など、林業生産への対応を検討する必要があります。


